
62 Raisers 2013. 1

Raisers第 61 巻 第 1 号（通巻第698号）　平成 25 年 1 月 5 日印刷　平成 25 年 1 月 10 日発行
定価 630 円（本体価格600円）　※会員、特別会員の本誌の購読料は、会費の中にこれを含む
■編　集　一般社団法人情報通信エンジニアリング協会　〒150−0033  東京都渋谷区猿楽町3−3
　Tel.（03）3464−3211㈹　Fax.（03）3464−3216
■発行所　一般社団法人電気通信協会　〒163−1455  東京都新宿区西新宿3−20−2  東京オペラシティタワー13F
　Tel.（03）5353−0184　Fax（03）5353−0194

（本誌掲載記事の無断転載を禁じます。）

（一社）情報通信エンジニアリング協会『Raisers』編集委員会

番通りに行動するよう教育されます。つまり『効率よ
りもショー、ショーよりも礼儀正しさ、礼儀正しさよ
りも安全性』。商業的なテーマパークだと思われがち
ですが、「もし危険な目にあったら今まで楽しかった
ことがすべて台無し」との理由から『Safety』がなに
よりも最優先と教えられます。
　笹子トンネルは、どのような順番で保守・点検され
ていたのでしょうか。楽しかった思い出を奪われた
方々を想い、楽しかったアルバイト先で学んだことが
思い出されました。� （H.O）

　　けましておめでとうございます。
　本年も機関誌『Raisers』に、変わらぬご愛顧を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　さて、今号では、厚労省外郭団体JAVADA様からの
受託事業として、東日本研修センタにおけるアジア諸
国の海外研修生受け入れの紹介記事を掲載していま
す。インドネシア、カンボジア、タイ、フィリピン、
ベトナム、マレーシア、ラオスの７カ国、20名の技術
者を対象に、「情報配線施工」職種の技能評価者を育
成する研修が９月末に行われました。
　国際的な技能競技大会への参加国は年々増え続け、
各国で技能評価者の育成が急がれる中、経験豊富な日
本の情報通信エンジニアリング業界が能力評価システ
ムの技術移転に協力することになったわけです。これ
は、アジア太平洋地域に対する社会貢献と言えるかも
しれません。国内のみにとどまらず、グローバルな視
点で技術者のすそ野を広げることにより、国内の技術
者の刺激にもなり、相互に技を磨きあってもらいたい
と思います。� （Y.H）

　　13年がスタートし、新しい暦が始まりました。暦
といえば、昨年、この題材を扱った「天地明察」なる
小説・映画が話題になりました。内容は、日本最初の
国産暦である貞享暦を作成した渋川春海（二世安井算
哲）のその偉業達成に至る半生の物語であります。こ
の成功には主人公の不屈の粘り強い努力はもとより、
権力者、師、先輩、同志、家族と様々な階層の人の理
解と協力があったればこそ成就し得たこともモチーフ
として、本小説では読み取れます。まさに、「世に業
を為すには、多くの人の力の結集なしにはあり得ない」
ということでしょう。翻って、こうして60年の歴史を
持つ本誌が定期的に発行出来るのも、記事の作成や修
正の要望等にも快く応じてくださる筆者や製作業者の
方々、それと常に我々を支えてくれる読者の方の協力
の賜物であると思います。年頭にあたり、今年も変わ
らぬご支援をお願いする次第です。� （A.N）

　　けましておめでとうございます
　今号から『Raisers』を担当することになりました。
宜しくお願いします。
　さて、まだ記憶に新しい昨年の12月５日、中央自動
車道『笹子トンネル』で天井板崩落事故がありまし
た。そのちょうど１週間前、私用で中央道を走ってい
たのですが、今から想像するとあの時、すでに天井板
は落下する目前だったということになります。
　学生時代、私は千葉県浦安市のテーマパークでアル
バイトをしていました。アルバイトといってもしっか
り研修があり、そこでは４つの言葉を覚えさせられま
す。『Safety（安全性）、�Courtesy（礼儀正しさ）、
Show（ショー）、Efficiency（効率）』。そしてこの順
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